



講義ノートのうち、恒藤が 1941 年から 42 年にかけて（つまり 1941 年度に）大阪商科大学において担
当したと推定される「国家思想史」講義のための 2 冊のノートにおける記述内容の一部である。それら
2 冊のうちの１冊の表紙には「国家思想史　昭和 16 年　1941」、もう１冊の表紙には「国家思想史Ⅱ　
1942」と記されている。『大阪市立大学 恒藤記念室所蔵資料目録（増補改訂版）』（大阪市立大学大学史









































　第一節　国家（の概念）の一般的存在性格〔1941 年 4 月 15 日〕
　第二節　国家の（本質的）特有の存在性格〔4 月 22 日、5 月 6 日〕
　第三節　国家思想の歴史的考察について〔5 月 13 日、5 月 20 日〕
第一篇（1）　ドイツ観念論の国家思想
　序説　近代思想の一般的性格
　　その一　近代の何たるかに就いて〔5 月 27 日〕
　　その二　（欧羅巴思想、ことに）近代思想の発展の経路について〔6 月 3 日、6 月 10 日〕
　第一章　ドイツに於ける近代社会の成長
　　第一節　独乙の歴史的発展の特色〔6 月 24 日〕




　　第一節　ドイツ観念論について〔9 月 16 日、9 月 30 日〕
　　第二節　カント哲学の根本的性格とその実践哲学の中心思想〔10 月 7 日、10 月 14 日〕
　　第三節　カント哲学における国家理論の体系的地位〔10 月 14 日〕
　　第四節　啓蒙時代の国家理論について〔10 月 21 日〕
　　第五節　カントの国家理論の歴史哲学的基礎〔12 月 23 日〕
　　第六節　カントの法哲学の中心思想〔1942 年１月 13 日〕
　　（第七節　国家の存在意義に関する Kant の見解）〔１月 20 日、１月 27 日〕
２．1942 年の「国家思想史Ⅱ」講義ノート
　第三章　Hegel の哲学とその国家理論
　　第一節　Hegel 哲学の思想史的意義について〔2 月 3 日〕
　　第二節　Hegel 国家理論の思想史的地位〔2 月 10 日〕
　　第三節　Hegel の哲学の構造から見た彼の国家理論の特色
　　第四節　法の Idee についての Hegel の見解
　結論　法の Idee に関する Kant の思想と Hegel の思想との比較（2）
───────────────────────────────────────────────
　（1）　1941 年および 42 年の「国家思想史」講義ノートには「第一篇」の内容しか見いだされず、「第二篇」
の内容を記した講義ノートは大阪市立大学恒藤記念室には所蔵されていない。
　（2）　1942 年 2 月 17 日（火）の恒藤の日記には、「思想史（七教室にかへる）終講」と記されている。だが、





























































































































































































































































































































































































































































領域における Roma 文化の浸潤の過程を以て開始せるものと云ふ事ができる。R 皇帝














　ところで、初代皇帝 Augustus の時、司令官 Varus のひきいる R 軍隊がゲルマン
の将軍 Arminius のために打ちやぶられてから后、皇帝はゲルマニアの征服を断念し、
ライン河以東、Donau 河以北の Germania の地方はつひに帝国の領域外におかれた。
そのために、Gallia、Hispania 等のやうに早くから Roma 化の行はれた諸地方とはち
がって、ゲルマニア地方は中世初期に至る迄、低度の文化を保持したままに多くの世
紀を経過した。Karl 大帝によって建てられた帝国は、その子 Louis の死后、Verdun
条約（843）により三分されたが、Rhein 河以東の地域は次子 Louis がドイツ王とし













地方の都市及農村は荒廃し、ある地方では人口は１／ 2 又は１／ 3 にまで減少したと
云はれ、政治的経済的文化（12）
第二節　18.C より 19.C 初期に至るころの独乙の社会構成（13）
第三節　同一の時期における独乙の経済生活（14）
第四節　独乙における絶対君主制
　17.C の半ばからフランス大革命に至る迄の時代は欧羅巴の歴史において das 
──────────────────────────────────────────













　1781 に Kant が『純粋理性批判』の第一版（Kritik der reinen Vernunft, 1. A.‐2. 
Aufl. 1787）をあらはして批判主義の哲学の基礎をきづいた時から、1821 に Hegel
























Platon のイデアの哲学を復興せるものと云ふ事ができる。しかしながら Kant は決し
て Platon 哲学をそのまま継承し祖述したものではなく、新しい精神を注ぎ入れる事
によりて新たなる性格をもつ Idealismus の哲学、いひかえると deutscher Idealismus
（翻刻）恒藤恭　1941-42年「国家思想史」講義ノート 41
p.31
を建設する事を企てたものに他ならない。しからば Platon の Idealismus と Kant のそ
れとはいかなる点において根本的相違が見出されるのであるか？














て Idee によってみちびかれ統制されつつ成り立つのであって、Idee は我の活動を媒
介する事によってのみ其の Idee としてのはたらきをあらはすと同時に、自己は Idee
の指導統制に服する事によってのみ真に自己としての活動をいとなみ能ふといふのが、






















　例へば之を、我々が特に考察の対象としようとする d. Idealismus の国家理論につ
いて見るも、Kant 及初期の Fichte においては啓蒙哲学的国家思想の色彩を相当濃厚
に帯びているけれど、他面においては后者を克服して新たなる国家理論の展開へとみ







発点に立つ Kant の場合と終結点に立つ Hegel の場合とで、その内容上はなはだ顕著
なる相違を示すのであるけれど、しかも根本においては Kant により定立された自由















































































































いはゆる The Age of Reason たる 18.C を以て啓蒙時代と見る見解がふつうに行はれ
ている。それは大体において妥当な見解であるけれど、むしろ 1688 の英吉利革命か
ら 1789 の佛蘭西大革命に至る迄の時代を以て啓蒙時代となすのがより適切な見解た

































































































































































































































































































　今、ドイツ観念論の発展の先頭に立つ Kant とその終結点に立つ Hegel とを比較す













したと云ひ得るであらう。実に Hegel は最初 Kant 哲
学を研究し、Kant の立場に立って思索する事によってその思想家的成長を開始した


















　Hegel は、Enzyklopädie der philosophischen Wissenschaften（1817, 1827, 1830）
の中で、彼の哲学体系の全体にわたる論述を展開しているが、その第一部は
Wissenschaft d. Logik と題せられ、第二部は Naturphilosophie、第三部は Philosophie 
des Geistes と題せられている。そして、第三部 精神の哲学は更に三つの Abteilung
に分たれ、それぞれ der subjektive Geist、der objektive G.、der absolute G. を主
題として取扱っている。更に客観精神の哲学について見れば、A. Das Recht,  B. 
Die Moralität,  C. Die Sittlichkeit といふやうな順序に論述が展開されて居り、最
后の部分すなはち「人倫」の中で国家理論がとり扱はれている。Grundlinien der 











ことに総計 360 の Paragraphe〔n〕の中で約１／４に当る 84 P.（§257-340）を国家
理論のために配している。伯林大学における Hegel の歴史哲学の講義をまとめて刊行















　法哲学の序説の中の Was vernünftig ist, das ist wirklich, und was wirklich ist, das 
ist vernünftig といふ有名な文句は、Hegel の哲学的思索の Slogan 標語たるものとも
視られうるのであるが、この命題にいはゆる理性的にして現実的なるものは Geist に





































定在たる事が、法である（Dass ein Dasein überhaupt Dasein des freien Willens ist, 

















































































結論（23）　法の Idee に関する Kant の思想と Hegel の思想との比較
Idealismus　　理想的性格
両者に共通な見解　人間の実践的活動は、Idee にかかはる事によってのみ倫理的意義


















Hegel の見解　世界は Idee の顕現である。
　自由の Idee によって社会的歴史的現実は形成される。それを形成する根本的内面
的な原動力である個々の人間の Wille 及 Handlung を基礎として成り立つが、それ等
を動かすものは Idee である。
　Rechtsidee の内容──Sittlichkeit
　自由は諸個人を結合し、一体化せしめる原理である。
　具体的普遍
　形而上学的には、かかる一般的意志が個別化してあらはれる。
